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・ショッピングタウン来客用駐車場再編

（タイムズ24導入、駐車区画の改編）

・空き店舗解消、シャッターを開ける工夫

（新規契約１区画、 短期イベント利用） ほか

中心街をエンジンとしたまちの活性化と再編

～店舗誘致と施設改修
地域包括子育て ～こども憲章の策定

・「こども みらいづくり宣言」案確定

・ ピロティで多世代交流イベント開催

（第2弾、3-9・10棟）

→裏面で紹介

住環境と公共空間のリノベーション

～旧西中跡地利活用、住替え支援策の立案

・西中跡地本格活用にむけ段階的な改修検討

・転出入バンク制度に向けたシステム導入 ほか

総合的エリアマネジメント ～都市計画変更

・シティプロモーション ワークショップ４回終了

・メディアを通じた魅力発信 （テレビ朝日「スー
パーJチャンネル」奇跡の団地として紹介） ほか

２月７日にみらいづくりプラン推進会議 第６回本会議を開催し、第３回本会議（５月１０日に開催）で

策定した基本方針に基づく平成３０年度アクションプランの下半期の進捗状況を確認しました。

本号では、各作業部会や団体から報告された下半期の取組み・成果のうち、進捗があった主な取組

みを中心に紹介します。

また部会の活動報告として、Ｄ部会（みらいづくりプラン広報全般）で開催したシティプロモーションの

ワークショップの報告や、E部会（地域包括子育て）から“こどもみらいづくり宣言”の最終案が報告され、

ピロティ開放に向けた取組みの報告がありました。（詳細は裏面参照）

「よこはま団地再生コンソーシアム」※では、本年度から、団

地再生の先進事例を表彰する制度が創設されました。

初年度表彰は４団地が対象となり、若葉台団地の「持続循

環型団地を目指す総合的な取組み」が表彰されました。

みらいづくりプランにより関係者全員がまちの持続に関わる

総合的なまちづくりが高く評価されています。

※横浜市内の公的住宅供給に関わる６団体（横浜市、神奈川県、市・
県住宅供給公社、UR都市機構、住宅金融支援機構）により、団地
再生に関する知見共有・課題解決を目的に発足した共同体

若葉台ブランド・ライフスタイルの構築・発信

～シティ・プロモーション

・横浜市が都市計画変更準備中

（来年6月審議会予定) ほか

特報◆よこはま団地再生コンソーシアムが若葉台団地を表彰！



◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
みらいづくりプラン推進会議事務局公社担当（賃貸事業部団地再生課045-651-1957）まで。
若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

次回の全体会議は、５月１６日に開催予定です。

主な議題は、平成３１年度のアクションプランの作成と重点課題の共有を予定しています。

横浜若葉台 こどもみらいづくり宣言
～こどもたちの声で「にぎわうまち」を目指して～

（プロジェクト最終案）
こどもは、社会のたからであり、かけがえのない存在として、保護者･地域住民が一体と
なって、愛情をもって育てていく必要があります。
同時に、ゆとりある子育てができるように、保護者を地域が支えていく必要があります。
ここに横浜若葉台は、みらいをつくるこどもたちの自主性を尊重し、多様性を受け入れ、
いつまでも、誰にとっても、「住みやすく・子育てしやすい」まちづくりを宣言します。

１ 横浜若葉台は、ひとつの「大家族」のように「地域ぐるみ」で
こどもたちの成長を見守ります。

２ 横浜若葉台は、こどもの「やりたい」を尊重し、
のびのびと「子育て・子育ち」できる環境づくりを推進します。

３ 横浜若葉台は、誰もがこころもからだも「ホッと」できる、
居心地の良い場所づくり・雰囲気づくりを推進します。

４ 私たち住民は、このまちの自然環境・歴史・文化に学び、
こどもたちが「誇りを持てるまち」を目指します。

５ 私たち住民は、大人もこどもも、「多種多様な人がいることへ
心を傾け」、一人ひとりの存在を尊重します。

こどもみらいづくりプロジェクトでは、子育てに関わる多くの団体が参加し「地域包括子育
て」をテーマに「次世代につなぐまちづくり」を目指しています。
若葉台では、皆が団地内のこどもや親を、わが子や孫のように優しい目で受け止め、子育て
世代にはそんな素敵な団地であることを知って若葉台で子育てをしてもらいたい・・・。
そういう思いを共有し、アンケート調査や意見交換を行いながら、ようやく“こどもみらいづ
くり宣言（案）”がまとまりましたので、ご紹介します。（３月末の制定予定）

今年１月、ピロティを活用した

“多世代交流イベント第2弾”

を開催。（3-9・10棟にて）


